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国
家
公
務
員
が
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
公
開
す
る
こ
と
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

令
和
三
年
一
月
二
十
八
日
の
午
後
十
一
時
に
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
上
で
翌
日
の
衆
議
院
本
会
議
の
質
問
通
告
が
一
部
の
議
員
か
ら

出
て
お
ら
ず
、
全
省
庁
省
内
待
機
と
な
っ
て
い
る
が
、
業
務
合
理
化
と
は
到
底
か
け
離
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
議
員
に
対
し

て
注
意
や
処
分
は
下
さ
れ
な
い
の
か
と
い
う
旨
の
河
野
大
臣
宛
の
投
稿
が
あ
っ
た
。 

 

当
該
ツ
イ
ー
ト
は
、
そ
の
後
間
も
な
く
し
て
削
除
さ
れ
て
い
る
。
一
般
職
の
国
家
公
務
員
（
以
下
「
職
員
」
と
い
う
。
）

は
、
国
家
公
務
員
法
第
百
条
に
お
い
て
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
を
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お

り
、
厳
し
く
情
報
の
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
法
第
九
十
九
条
に
お
い
て
、
職
員
は
、
そ
の
官
職
の
信
用
を
傷
つ

け
、
又
は
官
職
全
体
の
不
名
誉
と
な
る
よ
う
な
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
こ
と
と
さ
れ
、
公
私
に
か
か
わ
ら
ず
国
家
公
務
員
の

信
用
を
傷
つ
け
る
よ
う
な
行
為
が
規
制
さ
れ
て
い
る
。 

 

以
上
に
関
連
し
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

職
員
が
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
内
部
情
報
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
以
下
「
Ｓ
Ｎ

Ｓ
」
と
い
う
。
）
上
に
公
開
す
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
国
家
公
務
員
法
の
規
定
に
違
反
す
る
か
。
違
反
す
る
場
合
ど
の
規
定

が
適
用
さ
れ
る
の
か
。
回
答
さ
れ
た
い
。
国
家
公
務
員
法
の
規
定
に
違
反
し
な
い
と
し
た
場
合
、
政
府
は
、 

職
務
上
知
る
こ



 

２ 

 

と
の
で
き
た
内
部
情
報
を
、
職
員
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
公
開
す
る
行
為
を
許
容
し
て
い
る
の
か
。
見
解
を
伺
い
た
い
。 

二 
令
和
元
年
十
一
月
十
四
日
の
朝
日
新
聞
朝
刊
の
記
事
に
よ
る
と
、
国
民
民
主
党
の
森
ゆ
う
こ
参
議
院
議
員
が
政
府
側
に
事

前
通
告
し
た
質
問
内
容
が
外
部
に
流
出
し
た
問
題
で
、
岡
田
直
樹
官
房
副
長
官
は
、
参
議
院
予
算
委
員
会
の
理
事
懇
談
会
に

て
外
部
流
出
を
認
め
た
上
で
謝
罪
し
、
「
再
発
防
止
を
徹
底
し
、
二
度
と
こ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
。
国
会
情

報
、
質
問
通
告
は
内
部
情
報
だ
と
い
う
こ
と
を
徹
底
し
、
漏
え
い
さ
せ
な
い
」
旨
述
べ
た
と
い
う
。 

 

１ 

改
め
て
本
主
意
書
に
て
確
認
す
る
。
国
会
議
員
か
ら
政
府
側
に
事
前
通
知
さ
れ
た
国
会
質
疑
の
質
問
通
告
の
内
容
は
、

現
在
も
、
漏
え
い
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
内
部
情
報
で
あ
る
と
い
う
方
針
に
変
わ
り
は
な
い
か
。
ま
た
、
当
該
内
容
は
、
国

家
公
務
員
法
第
百
条
で
定
め
ら
れ
て
い
る
職
員
が
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
に
当
た
る
か
。 

 

２ 

そ
の
質
問
通
告
が
な
さ
れ
た
時
間
、
質
問
通
告
の
状
況
等
の
情
報
は
、
国
会
情
報
と
の
認
識
で
よ
い
か
。
そ
う
で
あ
れ

ば
、
同
様
に
、
漏
え
い
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
内
部
情
報
に
該
当
す
る
か
。
ま
た
、
当
該
情
報
は
、
国
家
公
務
員
法
第
百
条

で
定
め
ら
れ
て
い
る
職
員
が
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
秘
密
に
当
た
る
か
。 

 

３ 

岡
田
直
樹
官
房
副
長
官
が
「
再
発
防
止
を
徹
底
」
す
る
と
述
べ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
そ
の
後
こ
れ
ま
で
の
間
に
、
再
発

防
止
の
た
め
、
全
職
員
へ
の
通
知
や
研
修
を
行
う
な
ど
の
具
体
的
な
防
止
策
を
行
っ
た
か
。
行
っ
た
場
合
、
そ
の
具
体
的



 

３ 

 

内
容
を
伺
い
た
い
。 

三 
政
府
は
、
職
員
が
、
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
内
部
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
公
開
す
る
行
為
を
許
容
し
て
い
な
い
場
合
、

そ
の
問
題
点
に
つ
い
て
、
職
員
研
修
を
行
う
な
ど
に
よ
り
、
定
期
的
に
職
員
に
周
知
し
て
い
る
か
。 

四 

前
文
で
示
し
た
ツ
イ
ー
ト
を
、
政
府
は
把
握
し
て
い
る
か
。
回
答
さ
れ
た
い
。 

五 

四
に
お
い
て
把
握
し
て
い
た
場
合
に
は
、
政
府
と
し
て
当
該
ツ
イ
ー
ト
の
発
信
者
の
確
認
及
び
調
査
を
行
い
、
必
要
が
あ

れ
ば
懲
戒
処
分
等
何
ら
か
の
措
置
を
行
っ
て
い
る
か
。
何
ら
措
置
を
行
っ
て
い
な
い
場
合
、
行
わ
な
い
こ
と
と
し
た
判
断
の

理
由
を
具
体
的
に
回
答
さ
れ
た
い
。
な
お
、
前
文
で
示
し
た
ツ
イ
ー
ト
を
こ
れ
ま
で
の
間
に
把
握
し
て
い
な
か
っ
た
場
合
に

は
、
今
後
、
当
該
ツ
イ
ー
ト
の
発
信
者
の
確
認
及
び
調
査
を
行
い
、
必
要
が
あ
れ
ば
懲
戒
処
分
を
行
う
等
何
ら
か
の
措
置
を

行
う
必
要
性
に
つ
い
て
政
府
と
し
て
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
回
答
さ
れ
た
い
。 

六 

こ
れ
ま
で
に
、
職
員
個
人
が
職
務
上
知
る
こ
と
の
で
き
た
情
報
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
に
公
開
し
た
こ
と
に
よ
り
、
情
報
漏
え
い
な

ど
を
理
由
と
し
て
国
家
公
務
員
法
等
の
法
令
に
基
づ
く
懲
戒
処
分
又
は
各
府
省
の
内
規
に
よ
る
訓
告
、
厳
重
注
意
、
注
意
等

の
措
置
を
行
っ
た
件
数
を
可
能
な
限
り
年
度
ご
と
に
伺
い
た
い
。 

 

右
質
問
す
る
。 


